
～ ６月の給食目標 ～

衛生に気をつけよう！

校庭のあじさいの花も少しずつ色づき始め、梅雨の気配を感じる時期となりました。
学校では、運動会も無事終わり、次は定期考査が控えています。規則正しい生活を

心がけ、体調をくずさないようにしましょう。

私たちが生きていく上で欠かすことのできない「食べる」こと。
毎日を元気に生き生きと暮らすためには、何をどのように食べる
かがとても重要です。また、これからも安心して食料を得られる
ように、未来へつながる「食」について考えていくことも大切で
す。６月は国が定める「食育月間」です。食べることをあらため
て見直し、できることから取り組んでみませんか？
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６月１日は「牛乳の日」、６月は「牛乳月間」で

す。牛乳や乳製品のことについて、理解を深める機

会にしましょう。

それは、牛乳に多く含まれる「カルシウム」を
しっかりとってほしいからです。カルシウムは、
骨や歯をつくる材料になり、そのほかにも筋肉を
動かしたり、けがをしたときに血を止めたりする
大事な働きをしています。そして骨にたくわえら
れるカルシウムの量は、小学生のころから急激に
増え、20歳ごろまでにほぼ決まります。この大切
な時期に、毎日続けてカルシウムをとることで、
じょうぶな体がつくられます。だから給食では牛
乳が出るのです。

牛乳は同じ味のように思うかもしれませんが、
日によって少し味が違うときもあります。それは、工場でい
つも同じように作られる飲み物ではなく、野菜や果物などと
同じ「農産物」だからです。

牛からお乳をしぼって、それを殺菌して容器に詰めたものが牛乳です。いつ

も同じ味にするために何かを混ぜて調整することはありません。そのため、牛

が食べているえさ、季節や気候などで、風味がほんの少しずつ変わります。牛

は生きものなので、まったく同じ牛乳が毎日できるわけではないのです。牛乳

は「自然から生まれる恵み」です。


